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師域ハ r-し､H｢,i)i;lmOXET_よる増加率である ユm(Tlp机

上r(､1汁､-,:,:検討 日′こ.し結果1術前,明t､)かなl氏卜を示

した 如CBF は術後,正常とほぼ同様の反応性を示す

予備能し:'雄裾デか軽度克服に TylJe.ILL)側上 Tさ,P(､.L'

(7側1∴t､〉･t)Ll∴i(1二刷上T叩 L,,Jl 卜1側 工 に 'Jy類 す t'-

上 的 衡 TH)(-､∴.' LL全 例 で ユrC朴 ､ か _lT:/llLf;と な り ､

'rl.pぐ.3 は r(､t汁'. ユrO ミド 共 . ~f用 木 卜昇 を 示 t_た ･

(結 論 )D豆am ox tesも は 虚 血 脳 をこお け る 脳 血 流 不 全 の 程

度 を 診 断 す る 上 で 極 め て 着 用 と 考 え ら れ , EC-芝C b澗 拡 S

A J iG ､ 高 位 紬 糾 明 自動 脈 狭 'IFに対する手術法
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hlこlllllitlult1-mこISIoidlitlt,をニ:,さ言二高位取部内用動脈

に困するapproa油 は困難なものであり,従来,乳様

突起を切除したり(Perduc且98日,2腹筋その他の鷹

野や下顎骨を屯切断して前方の視野を広げる方法 緩msも

i985),それに下顎を前方慶脱臼させる方法 をF呈sheyも

19鋸)等が報告されている.しかし夢いずれもextems呈ve

で手術授麹が漉きi声手術手鼻償私署Lく繁雑である-そ

こで我利 豊高位頚部内頚動脈狭窄症の2例に対し撃部

l1--Stmで {_二 Tl高･1-(消し･りtl(､ トミ･こ視野を十七二'こしL･二に十1

(~'.酢で起 上了日… ､1十二:All"､PSSL得:::'r-1け経験上た.

こハ こIT叩I･りこlL､IlJ.十畑 .EL高位頚部内軸動頼:ニ対して頭

蓋底部の頚動脈管近傍に迄到達出発テ殆んど構造物は温

存圧耕 し上狭卜的野に.･::阜L_.し､ill･OtidtHl(1Llllt,rLl(､1川11I･

A-77) 脳幹郡虚血症状 を墨 した例の検討
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般幹部虚血症状を宴した例について血管写像,治療法

をこついて検討する.対象は梗塞6軌 R郡闇 およびTLA

が各壇例の計摘例である事結果 :① 金例が右逆行撮影

上 頚部正面位で造影される右総額動脈が左右-の回旋

位で造影されない,② 梗塞例 :-側椎骨動脈の遺影が

椎骨動脈が刷時に造離され左し､.MItⅠ施行(Jl:1例申:_'

例で梗塞像有り.UIltlNl)例 :発作回数は1'巨_招 例.

時回が2例で,lflL菅写 し ･側椎骨動脈しパ!L'i儲か poor

.?例,Ⅰ'lCA後 (:Ilr叶亡.Ll例柊に回旋位で両側

粁 骨 動 脈 が 造 酎 さ 1.1たい.M_Rlで梗塞像なし.二三例で

漫例 は 3 回 の 発 作 が あ り回旋位で両側椎骨動脈の造影な

く 手 術 施 行 . 二')例 は 発 1rl~坤 発 刊で.椎骨動脈か回旋位で

イ粧 :ド-I-,,道 断 さ .ナ!ザ 頚 椎 ･IJ二)一･封*-1汁 仝例直轄なし.

緒 論 :脳帝都虚血症状を墨す例の血管写像の検討は霧要

で手術叉は頚椎カラ--健周が歯周である.

jト78)+'f什津川紺Jl]饗症に射する STA-SCA
anllSt{)mOSis
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両側軽骨動脈高度狭窄または閉塞により脳梗塞を来し

た/凍例に村上 浅側頭動脈一卜小脳動脈吻合術(ST為.

SCAこ111こlStOmOSis)を施行し.良好左結l某,:._:チ-た行こし')千

報告する由症例且は右椎骨動脈閉塞,左椎骨動脈高度狭

窄を示した小脳梗塞の62才の男性,症例詔は両額fj軽骨動

脈閉塞を示した小脳,脳幹梗塞の竣6才の男性である書と

信二[JLBut)teHll…･i11叩r_)rOこlL.hにてT･術;:!_:施行上 術

後臨床親和改善及び良好な脳血管写所見を得た.

椎骨脳底動脈系の循環障害はhemodymamjeな要素

が纂要と考えられており,この系における虚血症疾患に

対し血行再建術をこよる治療の有効性が期待されているB

().ご1-l'1(~､八.(.)八一･AlC八等か行レナ∵こ二臣 〕. r侶 T''丹精 て

部位によってそれぞれの方式を選ぶ ことをこなるが,STA-

S(∴■＼.S'r八日Ⅰ'CAを比較し上場 合.SC八 は 1-I(~､;1 上

り--時血流遮断に耐えやす く穿過枝 も少 ないため手術 手

放がより容易である申
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歩行障害や痴呆 尿失禁を主訴とする高齢愚老でヲCT

で側脳室拡太と脳室周囲の広範な低吸収域を示す例があ


